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論 文

異質な資本と限界生産力理論

堀 江 義

生産関数，とりわけマクロ生産関数，の存在に関しては，すでに長さにわた

り多くの論争がある。 これまでのところ， J. Robinson (〔15〕）による否定的

見解は一つの代表をなしているように見える。他方，たとえば R.M. Solow 

(〔22〕）のように， マクロ生産関数は一つの「寓話」なのであって， もっと良

いものが見つかればこの概念は放棄されてもよい，との考え方もある。

いずれにせよ明らかなことは，実際に「総資本」を得ようとすれば，我々は

異った資本財の各々の価格を知る必要がある。さらに，これらの価格は利潤率

によって影響を受けるものであれば，一般に「総資本」の値は分配状態の如何

によって異る。

分配理論における限界生産力説が，上のような困難を避けうるため満たされ

ねばならない条件を提示すること，これが本論の目的の一つである。次に，求

められた条件は，労働で測られた商品価値とその商品の価格との比例性を保証

する条件に対応すること，これを示すことがもう一つの目的である。

1. 分析の枠組

マクロ生産関数の中に 1変数として取り扱われる「集計された資本」 Kは，

マイクロとの関連から見れば，異質な資本財を価格によって合計した額であ

る。
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異質な資本の取り上げ方としては， Sraffa(〔24〕）にしたがって，一つの産

業は一つの等質な商品を生産するものとして，異った産業はそれぞれ異った

（異質な）商品を生産するものと考える1)。生産された商品は生産財であると同

時に消費財でもありうる。結局，ここでの商品の異質性は生産技術の差異に環

元される。

次に，固定資本の存在をも考慮して，我々は第 1表のような物量表示の投入

産出表を考える。

第1表

竺
労働

中間生産物
1 ------------j。-------------―|最終生産物 II粗生産物

;：:：、
--------------K~j ----------------

I Km 

ここで， 第 i産業における商品の価格および利潤をそれぞれ p;,Rだとし

て，さらに

X戸 p;Xi,F;=p』 (i=l,…，n) 

1)ただし，固定資本の取り扱い方に関しては，本論は Sraffa⑫4〕と異る。
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とおく。労働市場は完全競争的であるとすれば，名目賃金Wは各産業を通じて

等しい。かくして通常の価値表示による産業連関表は第 2表のようになる。減

価償却の取り扱いについては後に触れることとする。

第2表

P, x,, -----------・・r・・・・・・・・・・・・・・pふ n

i 
·····················pi~ij .................... . 

! pnXn, i , pnXnn 

F1 Xi 

i ； ； 
li 平
： 

Fn Xn 

wL1・・・・・・・・・・・・・・・w均 ・・・・・・・・・・・・wLn

R1 ------------------Rj ------------------Rn 

Xi・・・・・・・・・・・・ …・・・・・Xj・・・・・・・・・・・・・・・・・・Xn 

すでに述べたことをも含めて，ここで本論を通じて用いられている諸仮定を

まとめる。

(A. 1)この経済は n(~2) 個の産業から成る。

CA. 2)各産業は一つの生産物を生産する。

CA. 3)労働は等質であり，また労働市場は競争的である。

(A. 4)生産技術については，規模に関して収穫一定である。

(A. 5)商品市場は競争的である。

2. いくつかの基本式

まず，生産の技術について見るなら，仮定 CA. 4)によって，

(ll a;;=X航X;,妬＝邸Ix;,l;=L心

(i,j=l, ・・・,n) 

において a;;,b;;, l; はそれぞれ定数である。
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第 i商品が，もし完全に消費財としてのみ利用されるならば， K;;=X;;=O 

(j=l, ・・・, n) となる。 もしそれが生産財として利用されるなら， 少なくとも

一つの jに対して Xぶ>Oである。ところで， 固定資本については減価償却

を考慮しなければならないが，それは次のように取り扱われる。

第 1・商品が生産財の場合，

(2) X;;=d;; 恥 C>O) 

とおけば，生産財は次の 2種に分類できる。

｛ん=1 のとき：第 i商品は流動資本
o>如>1 : 第i商品は固定資本
(j=l, ・・・, n) 

より一般的には， d;;=1かつ o<dゎ<1 (j,,f=k)の場合も考えられるかもし

れないが，本論では考慮していない。

このような取り扱い方をすれば， 第 i商品が固定資本である場合には， X;i

は第 j商品生産のための使用による物理的磨滅を表わす。また， pぷijは減価

償却費に相当する。

次に，各産業における物量バランスについて考えよう。

一般に， 第j要素を Z;とするベクトルを (z;)によって， さらに第 i行・

第j列の要素を Zijとする行列を〔Z;;)によって，それぞれ表わすことにすれ

ば，第 1表から

(3) Ax+J=x または x=(I-A)-1J 

ここに A= 〔a;;〕， x=(x;),J=(f;) 

を得る。

価格に関する諸式は，上の第2表から導ける。単純化のために， r;=R;/巧，

v;=wl;+乃とおけば，
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A'p+wl+r=p, または A'p+v=P

ここに P=CP1), l=Cl1), r=(r,), v=(町）

329 

さて，我々は仮定 CA.5)をおいているから，利潤率 Pは各産業を通じて

等しい，と見倣せる。したがって，第 j産業における資本を氏として，

(5) R;=PK; 

が成り立つ。ここには賃金後払い形式が前提されているので，任意のjに対し

て

(6) K;=P'(K;;) (i=l, …，n) 

である。また， (1),(5), (6)によって

(7) r;=PP'(b;;) (i=l, ・・・, n) 

を得るから， (3)式は次のように書きかえることができる。

(8) (A'+PB')p+wl=p2>, ただし B=〔妬〕

ついでながら，投入産出表の物量表示と価値表示との関連を確かめるなら，

まず(2)および(3)から， v'x=p'fが成立することは容易にわかる。次に，

II=『。\〗
とおけば（対角要素以外は全部ゼロの行列）， (2)より， (nAn-1)(nx) +(且I)

=Ilx, あるいは，

(9) Aぷ+F=X

2)固定資本の存在しない経済では A=Bであるから， この式は (1 +P)A'P+wl=P 

となり，〔1〕の (2.1)式に対応する。
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ここに A戸 IIAII-1,X=(Xj), F=(Fj) 

を導ける。この式における A。が通常の産業連関表における投入係数行列に対

応する。

さらに， (4)より， P'AII-1+v'II-1 =P'II-1 = Cl, ...'1) =e'とし， v'II-1=V' 

とおき変えれば， P'AII-1= (p'II-1) (II AII-1) = e'A. であるから，

UO) V=(J-A.')e 

となり， Vは付加価値率ベクトル ((wl;+r;)IP1)である。 (9)およびUO)から，

V'X=e'Fが成立する。

3. 要素価格フロンティア

先に導かれた基本式のうち， この節では特に (8)式に注目する。 この式の中

で，変数は P,W, pの (n+2)ケであり，方程式数は nケである。それゆ

え，後に触れるような， Aおよび Bに関するある条件が充たされるものとし

て， (8)から一意の解を得るためにはもう 2ケの条件を要する。

ところで， (8)は (I-A'-PB')p=wlと書けるから，もし (P*,w*, p*)を

1組の解とすれば， (P*, 11w*, 11P*) もまた(8)の解となることは容易にわか

る。 (v>0)そこで， 11=1/(e'p*)とおけば，

(P*, w, p) ; w=w*/(e'P*), p=p*/(e'p*) 

もまた解となり，かつ

Ull e'P= l 

が成立する。

3)通常は，ある一つの商品をニューメレールに指定して， (8)式の自由度を一つ減らす。

ここでは，その代わりに(ll)を用いる。
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この性質を考慮して，以下において我々は，価格についてUll'が常に成立して

いる，と仮定する3)。

このとき， (I-A'-PB')=Mとおいて，もし M-1が存在するならば， (8)

およびUllより，

e'M-1wt= 1 

したがって

U2l w= 1/(e'M-1/)=(J)(P) 

を得る。上式において Mは Pの関数であるから W は Pの関数である。 U2lは

「要素価格フロンティア」の代数的表現である0。

CA. 6) 心 0,B2 0 

(A. 7) (I-A)-1が存在する。

仮定 (A.7)によって(8)は (I-P(I-A')-1B'〕p= (I-A')-1wlと書き改め

られ，ここで M1=U-A')-1B',c=(I-A1)-1wtとおけば， M120, c20 

となる。なぜなら w>0, l>Oと見なされ， また (I-A')-12 0であるか

ら。

かくて，

(8') (I-PM1)P=c 

が P20, P2 0なる解を持てば， (8)もまた同様の解をもつ。

M1のフロベニウス根を 0とすれば， l>Poのとき， (8')はP20なる

解をもつ。 M120により， 020であるから， l/o>P20のとき， (8')した

4)命名については，この他の意見もあるが，ここではどの呼び名が適切であるかについ

てあまり神経を使っていない。

17 
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がって(8)はP20なる解をもっ5)。

ここでU2)における c(P)曲線の傾きを確かめておく。 M=(I-A')(I-PM1)

であるから， M-1=(I-PM1)-1(I-A')-1そして

(I-PM1戸 =I+鳴＋（噸）吐……

であるから， d{(I-PM1)-1} /dP2 0 したがって， d{1/(e'M-11)} /dP= -e'・ 

(dM-1/dP)l/(e'M-1t)< Oかくして dw/dP<0が確かめられた（第 1図）。

w 

1/ {e'(I -A')-1 l} =wo 

。
1/u p

 
第1図

4. 商品および労働力の価値

4.1 価値の定義

ここでは，商品 1単位の価値は置塩（（認〕，〔13〕）に従って定義づけられる。

5) (A. 7)および 1/u>PLOが成立するとき， M-1(LO)が存在する。
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第 j商品を 1単位生産するために直接に必要な労働量はりである。同時に，

同じ商品 1単位には資本財 (a1pa2p・・・, anj)単位の価値が移転される。し

たがって

A辺11+..l四 2げ ・・・+..l忍n1+り＝ら (j=l,・・・, n) 

あるいは

U3) A'2+l=2 またはは 2 = (I-A')-1! 

ここに 2=(ら）

によって価値が決定される。

ついでながら，価値についてのもう一つの定義を， 森嶋（〔10〕）に従って，

行っておこう。 n次元ベクトルの第j番目の要素を 1とし，他のすべての要素

が0であるようなベクトルを fとする。このとき，第j商品を純生産で 1単

位生産するために，社会的には が=(x/)(i=l,2, …，n) だけの粗生産が必

要であるとすれば，

閥 Aが+I'=がまたはが=(I-A)-11'

の関係が成立する。そこで，がを生産するのに必要な労働量を μjとするなら，

U5)μ;=l'が

この町が，第2の定義による商品jの価値を表わす6)。

4.2 労働力の価値

労働の価値については， 1人・ 1時間の労働をもって 1単位の価値とする。

一方，労働者が生存水準を維持するのに 1人・ 1日に購入する賃金財を Ts= 

6)μ'aaaa(町）'=!'(が，…，炉）=l'(I-A)一1び，…，戸）

=『(]-A)一i :. μ=(I-A')ー1/=l
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T(s) (j=l, ・・・, n; T= 1人・ 1日の労働時間）とすれば，労働力の価値心

は，

U6) 心=.1's=s'.1

によって与えられる 7)。

4.3 資本の，価値構成および集約度

はじめに， j産業における資本の技術構成％を次のように定義する。

rr7l <t;=(b打9的・・・,b.;)'/l;=b*;ll; 

ここに b*;=(b;;) (i=l, ・・・, n) 

そうすると， j産業における資本の価値構成みは，

U8) も=(a/.l)/袖

によって与えられる s)。また，我々は

U9) T;=a/p 

によって， T;を j産業における資本集約度と定義する。

5. 価値と価格

前節において，我々は価値の概念を導入した。次いで，ここでは価値が価格

とどのように関連づけられるか，より具体的には，価格が価値を正確に反映し

うるのはどのような場合であるか，を検討する。

7)これによって搾取率 C を定義すれば

e=(l-lw)/,1w=(l-s',1)/(s',1) (〔1〇〕,Ch. 5) 

8) 「資本の有機的構成」と「資本の価値構成」との概念的な区別を本論では行っていな

い。以下，後者の概念のみを用いる。
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後の便宣のために， (17),U8), U9)を，あらかじめ次のような行列の形に書き改

めておく。

(17') a=(! 戸 B',

ん。
ここに a=(a/), 〔！〕＝〔。¥〕

/31 0 
(18') 叫〕l=B'-t, 〔¢〕＝〔¥〕

〇 Pn

r1 0 
(19') 〔だl=B'P,〔月＝〔。＼〕

（命題 1)

価値と価格とが比例するための必要充分条件は，資本集約度と資本の価値構

成とが比例することである。

（証明）

fJ(> 0)をある定数として， (18')XfJー(19')より，

{fJ心〔¢〕ー〔r〕)l=B'(fJ,t-p)

をうる。いま IBI=oという特殊ケースを除けば， Cr〕=f)心〔¢〕ならば P=fJ入

が成り立つ。すなわち， r//3;=8心(j=l,・・・，n) ならば柘=fJl;(j=l, …，n) 

が成立する。この場合，心の値は打の値の如何によって決まる変数であると

見倣さねばならないが， T;とみとの比例性には影響を与えないので，あたか

も定数の如く取り扱ってよい。次に， P=fJ-tならば {fJ心〔¢〕ー〔r〕)!=0これ

が l(> 0)とは独立に成立しなければならないので， 〔r〕=f)心〔¢〕となる。

（証明終わり）

（命題 2)

価値と価格とが比例するための必要充分条件は，すべての産業について資本

21 
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の価値構成が等しいことである。

一般に，価値と価格との関係を P1=朽ー87J;(j=l,・・・, n)とおいてよいから，

P=8A-7J, ただし7J=(町）。この式に用いて，さらにU3lおよび (18')によって，

(20) {(0-w)J-()P心〔¢〕}l=M'I} 

が導かれる。

（〔命題2)の証明）

（イ） もしすべてのjについて，

(21) あ=P=(8-w)/(8P心）

であるならば (P=/=0) , (20)より， M1J=o. IMl=I= oであるから， 1/=0'すな
わち， P=肛となる。

（口） もし 1/=0ならば'(20)の左辺もゼロとなり，しかも l(> 0)は与えら

れたパラメーターであるから， (8-w)l-OP心〔¢〕= 0, すなわち'(21)が成立し

なければならない。 （証明終わり）

〔命題3〕

価値と価格とが比例する比例する必要充分条件は，すべての産業について資

本集約度が等しいことである。

（証明）

（イ） Cr〕=rlとすれば， (19')によって， B'p=rl これを(8)に代入して， (I 

-A')P=(Pr+w)lをうる。ここで(13)を用いれば，

P=(Pア+w)(I-A')-11=(Pr+w)入

（口） P=Olならば，〔命題 1〕によって Cr〕=8心〔P) が， 〔命題 2〕によっ

て〔¢〕= {(8-w)/(OP心）}/が，それぞれ成立するから，

22 
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〔r〕= {(8-w)/P}l=rl 

がえられる。このとき， O=PT+wである。 （証明終わり）

6. 分配理諭における限界原理

337 

マクロ生産関数と分配の限界生産力説とは，密接不可分のものと考えること

ができるが，本論においては，論点を二つに整理し，そのうちの第2点のみを

検討する。

第1に，生産関数は，商品価格などの経済変数とは独立に，投入量と産出量

とを関係づける全く技術的な関係として， あたかも「熱力学の法則」（〔19〕P 

山）のように決まらなければならない。もしそうであるなら，上のような厳密

な意味でのマクロ生産関数は存在しうるか，の問題が生じ，事実，これまでも

少なからぬ人々によって論じられている， 1

第2に，限界生産力によって分配を説明する場合には生産関数の存在が前提

されていることである。それゆえ，生産関数が存在しても限界生産力説は妥当

しうるか，という疑問は成立する。本節の目的は，この第2の問題を検討する

ことに他ならない。

6.1 総資本および総産出量

すでに述べた第 1節の枠組に従って， (8)から，

P'か=(A+PB)か叫'x

をうるから，

~{ご:P'心
L=l'x 

とおけば，
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(23) Y=PK+wL 

ここで Y,K, Lはそれぞれ，総産出量 (NNP), 総資本，総雇用量を表わ

す9)。これらのうちで， YおよびKは，商品価格に依存する。

6.2 限界生産力理論

ここで次のようなマクロ生産関数を仮定する。

伽 Y=G(K,L) 

上の(23),閥をそれぞれ全微分することにより，

(P-Gg)dK +(w-GL)dL+ (!(dP+Ldw) =O 

ただし Qg=aG/aK, GL=aG/aL 

が導かれるから，限界生産力説（即ち， /=GK,w=GL)が成立する必要充分

条件は，

妬 KdP+Ldw==寛=O

である。 （〔3〕)

以上のことから，我々は限界生産力説の理論構造を次の如く整理することが

9) Y=e'F=V'X 

24 

L→← Q,L) 
(p =aY /aK)_J 

注：記号「a→b」はaが決まれば

bが決まることを示す。

第2図
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できる。

（イ）価格が利潤率から独立でないかぎり，限界生産力で分配を説明すること

は循環論法にならざるをえない。

（口） 循環論法を遮断しえたとして，限界生産力説は(25)の成立と同値である〇

6.3 価格と利潤率

再び(8)式から，我々は Mp=wlなる式を持ち， ここで e'P=1が満たされ

ている。これら二つの式において， pおよび W は，それぞれPの関数であるか

ら，

(26) { 
M(dp/dP) =B'P+c'l 

e'(dp/dP) = 0 

が成立する。

〔命題4)

価格が利潤率から独立であるための必要充分条件は，各産業の資本集約度が

相等しいことである。

（証明）

（イ） Cr〕=rlとすれば， (19')によって， B'P=デlとなるから'(26)より，

(27) dP/dP=(r+c')M刃

および

e'(dP/dP)=(r+c')e'M-1= 0 

をうる。ここで， e'M-t=,=0 CU2lより）であるから，

(28) r+(})'= o 

25 
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したがって，岡から， dp/dP=0が導かれる。

（口） dp/dP= 0とすれば， (19')および(26)1こよって，｛〔T〕+(J)'nt= 0, I=/= 0 

だから， 〔T〕=-(/)'Jこれは，すべての jについて T1=ーがであることを意

味する。 （証明終わり）

上の命題の系として，我々は次の命題を示すことができる。

〔命題 5)

各産業の資本集約度が相等しければ，要素価格フロンティア (w=(J)(P))は

直線となる。

（証明）

Cr〕＝訂ならば,(28)によって,(/)=-r=定数。ゆえに (J)(P)は直線となる。

（証明終わり）

さて，限界生産力説が成立するには，第 1に循環論法を回避することであっ

たが，そのためにはPがPから独立であればよい。

我々は，〔命題4〕によって， pが Pから独立であるための必要充分条件は

乃=rであること，を知っているが，この条件はまた， IJI=0であることと同

値である。

〔命題6〕

IJI= 0であるための必要充分条件は乃=rである。

（証明）

(29) 1Jl=LdP(k+0), ただし k=K/L 

とおく。

（イ） もし Cr〕=rlならば， k=r,なぜなら， B'P=〔r〕l=rlょり， p'B=rl,

p'B炉＝訂’“。ここで P'Bx=K,l'か=Lであるから， K=孔，すなわち， k=r

26 
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となる。一方， 〔命題5〕によって，([)'=ーアが成立する。ゆえに， k+([)'= 

r-r= o, かくて 'ff!=0。

（口) 'ff!= 0 ならば， K+([)'L= 0, あるいは p'Bx+(J)'l'x=0, あるいは

l'(〔r〕十(J)')x=0, X の任意の値 (~0) に対して， この式が成立するならば

（ただし l>0), 〔r〕十(/)'=0でなければならない。 （証明終わり）

6.4 生産の技術的構造

資本集約度は，その定義によって，商品価格と生産の技術構造との両方の影

響を受ける。ところで，各産業の資本集約度が相等しい，という特殊なケース

が成立するためには，各産業間の技術構造に何らかの関連が存するかもしれな

い。

まず，〔r〕＝アIのときは， pはPと関係なく決まるはずである。これを確か

めよう。

この場合，cは直線であるから

w=-rP+wo 

Wo = 1/ (e'M(o)-11), ただし M(O)=I-A' 

とおいてよい。一方， Mp=wl((8)式）を書きかえれば

M(O)P=PB'p+wl=(P 〔ぢ十w)l

となる。ここへ〔r〕=rlおよび w=-rP+Woを代入して， M(O)P=wolがえ

られる。ゆえに，

(30) P=(M(O)力）/(e'M(o)-11) 

〔命題 7)

〔r〕＝訂となることの必要充分条件は， B=rel'となることである。

27 



342 賜西大學『継清論集」第26巻第3号

（証明）

（イ） 〔r〕＝アIならば(30)が成立するから，

B'P=(B'M(O)一1/)/(e'M(O)一1)

右辺の分母+o,および B'P=テLを考慮して，

（テle'-B')M(o)-11= o 

がえられる。ここで M(o)-1/は正のベクトルであるから （技術的に与えられ

る）， B'=rle'すなわち，

-Ii…/1 
B=r[: : 
l・・・l ］ n n 

という形になる。これはサムエルソンが thecase of "equal internal con-

cositions of (constant) capitals"と名づけたものに対応する 10)0 

（口） B'=r=rle'ならば，〔r〕l=B'p=rle'P, e'P= 1であるから， 〔r〕l=rl 

（証明終わり）

7. まとめ

理論の厳密な意味で，限界生産力によって分配を説明しうる世界とは，極め

て制約的なものであると言えよう。

また，その同じ世界においては商品の価格がその商品の価値を正確に反映す

る，という意味で労働価値説もまた妥当性を持つ。

それ故，我々が設定した分析の枠組の範囲内において，限界生産力説と労働

価値説とは同等の可能性と限界とを持つものとして結論づけてよいであろう。

我々が示した諸命題は，あるいは限界生産力説に関してのみ，あるいは労働

10) 〔20)をみよ。またこのとき (17')によって，の=re
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価値説に関してのみ，といったように，すでに少なからぬ論文において示され

ている。ただ，それらの場合には，資本財を 1期間で使用しつくされる流動資

本に限定しているものがほとんどである。しかるに，我々の分析は固定資本の

存在を明示的に導入したものであるが，得られた結論に変わりはない。

おわりに，得られた諸命題の関連を図式化しておくならば，次のようにな

る。

p:pから独立
I I 
ふ〕

a1 -=テe 戸封
~ 

y］ .=テ | 〔5〕| 

W=O 

<I>'(p)=一定

/3 ］.oc y］ • ]~ 伍
f:lj=p I~ I p =0入〔2〕
注： 1)記号「l三□⇒,~」は b が a の必要条件であることを示す。

2) 〔i〕は〔命題i〕を示す。
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